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東京都○○区○○○―○―○
○○○○



拝啓　承りますれば、このたびめでたくご退院の由、心からお祝い申し上げます。ご入院ご加療中には、遠くに住んでおりますため、お見舞いにも参上できず、陰ながら案じておりました。
平素はご壮健だけに、ご快復はお医者様がびっくりされるほど早かったと伺いまして、安堵致しております。お仕事のことがきっと気になられることでしょうが、くれぐれもご自重、ご自愛くださいますようお願い申し上げます。
近々、お祝いに伺いたいと存じますが、まずは書中にてお祝いを申し上げます。
敬具
